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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材上に、少なくとも第１電極層と、第２電極層と、前記両電極層に挟まれた有機発光
層とを備えた有機ＥＬ装置を有し、第１電極層と第２電極層の間に通電することによって
有機発光層に通電する自己通電経路を有した有機ＥＬパネルであって、
　他の複数の有機ＥＬパネルとともに所定の部位に並べて敷設される有機ＥＬパネルにお
いて、
　外部と電気的に接続可能であって自己の第１電極層に繋がる第１給電部と、
　外部と電気的に接続可能であって自己の第２電極層に繋がる第２給電部と、
　前記自己通電経路に対して絶縁され、少なくとも他の２つの有機ＥＬパネルと電気的に
接続可能であって、自己通電経路を迂回して前記他の２つの有機ＥＬパネル同士を電気的
に接続する迂回配線を備えており、
　前記迂回配線と、第１迂回端子と、第２迂回端子とを有する迂回部材を備え、
　前記迂回配線は、前記第１迂回端子と前記第２迂回端子を電気的に接続するものであっ
て、第１絶縁部材及び第２絶縁部材によって挟まれており、
　前記第１迂回端子と前記第２迂回端子は、前記有機ＥＬ装置の背面側に設けられている
ことを特徴とする有機ＥＬパネル。
【請求項２】
　前記迂回配線は、前記他の２つの有機ＥＬパネルのうち、一方の有機ＥＬパネルの第１
給電部と、他方の有機ＥＬパネルの第２給電部とを電気的に接続可能であることを特徴と
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する請求項１に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項３】
　前記第１迂回端子は、前記他の２つの有機ＥＬパネルのうち、一方の有機ＥＬパネルの
第１給電部と電気的に接続された接続配線と接続可能となっており、
　前記第２迂回端子は、前記他の２つの有機ＥＬパネルのうち、他方の有機ＥＬパネルの
第２給電部と電気的に接続された接続配線と接続可能となっていることを特徴とする請求
項１又は２に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項４】
　前記迂回配線は、自己に隣接する有機ＥＬパネル間を電気的に接続可能であることを特
徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の有機ＥＬパネル。
【請求項５】
　基材を平面視したとき、実際発光する発光領域と、当該発光領域を囲む額縁領域を有し
、
　前記迂回配線は、発光領域を縦断又が横断していることを特徴とする請求項１乃至４の
いずれかに記載の有機ＥＬパネル。
【請求項６】
　点灯時に発光色が異なる２種類以上の有機ＥＬパネルを接続する有機ＥＬパネルの接続
構造であって、
　当該２種類以上の有機ＥＬパネルの内、少なくとも１つは、請求項１乃至５のいずれか
に記載の有機ＥＬパネルであり、
　前記迂回配線は、異なる色の他の有機ＥＬパネル間を接続することを特徴とする有機Ｅ
Ｌパネルの接続構造。
【請求項７】
　前記迂回配線は、同色の発光色を呈する有機ＥＬパネル間を電気的に直列接続すること
を特徴とする請求項６に記載の有機ＥＬパネルの接続構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ（Electro Luminescence）パネルに関するものである。また、本発
明に関連する発明は、当該有機ＥＬパネルの接続構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、白熱灯や蛍光灯に代わる照明装置として有機ＥＬパネルが注目され、多くの研究
がなされている。
【０００３】
　ここで、有機ＥＬパネルは、有機ＥＬ装置に封止構造やケーシングを施したものである
。また、有機ＥＬ装置は、ガラス基板等の基材に、有機ＥＬ素子を積層し、この有機ＥＬ
素子に給電するための給電構造を形成したものである。
　また、有機ＥＬ素子は、一方又は双方が透光性を有する２つの電極を対向させ、この電
極の間に有機化合物からなる発光層を積層したものである。有機ＥＬ装置は、電気的に励
起された電子と正孔との再結合のエネルギーによって発光する。
　詳説すると、有機ＥＬ素子は、有機ＥＬ素子の電極間に複数の層が積層した構造を有し
ており、一方の電極側から順に正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層、電子注入
層からなる積層構造をとっている。そして、正孔は、一方の電極から正孔注入層、正孔輸
送層を経由して発光層に至り、電子は、他方の電極から電子注入層、電子輸送層を経由し
て発光層に至り、発光層内で正孔と電子が再結合する。すなわち、有機ＥＬ素子は、発光
層の材料を適宜選択することにより、種々の波長の光を発光することができ、所望の発光
色を選択することができる。
【０００４】
　照明装置に使用される有機ＥＬパネルは、白色の光源として使用される場合が多い。こ
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のとき、１つの発光層のみで、白色光源を取り出すのは困難であり、従来から、光の三原
色である赤（Ｒｅｄ）、青（Ｂｌｕｅ）、緑（Ｇｒｅｅｎ）の３色の発光層を組み合わせ
て、白色光源として使用している（例えば、特許文献１）。
　つまり、照明に使用される有機ＥＬパネルは、複数の発光層を積層した構造を有してお
り、それぞれの発光層で電子と正孔を再結合させることで、光を加色していき、白色の光
を取り出す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－２５３７２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、大型照明に有機ＥＬパネルを用いる場合、１枚の有機ＥＬパネルではその面
内に電圧の分布が生じやすく、発光むらが生じやすい。そのため、複数の有機ＥＬパネル
を電気的に接続して、１つの発光平面を形成する場合がある。
　従来、青色系の発光層は、他の色の発光層に比べて劣化しやすく、寿命が短いことが知
られており、実質的な有機ＥＬパネルの寿命は、青色系の発光色の寿命となることが多い
。そのため、大型照明に有機ＥＬパネルを用いる場合、他の発光色を呈する発光層の寿命
が残っているにもかかわらず、照明として機能しないため、その都度、発光不能となった
有機ＥＬパネルを交換する必要があった。
　また、近年の照明装置は、単純な点灯と消灯の切り替えだけではなく、発光色の明るさ
を調整する調光機能が求められることが多い。ところが、特許文献１の有機電界発光素子
（有機ＥＬパネル）を大型照明として用い、調光機能を付加させると、発光むらが生じや
すい。すなわち、それぞれの電流値を高い精度で調整が必要であり、コストが高くなると
いう問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明者は、従来のようにそれぞれの有機ＥＬパネル単体から白色光を取り出
すのではなく、発光色の異なる複数種類の有機ＥＬパネルを面状に広がりをもって敷設し
、１つの有機ＥＬパネルから発せられる光と、当該有機ＥＬパネルに隣接するそれぞれの
有機ＥＬパネルから発せられる光と、の重なりを利用して、合成色である白色の発光色を
取り出すことを考えた。また、同色の発光色を有する有機ＥＬパネル間をそれぞれ電気的
に直列接続することによって、例えば、複数の有機ＥＬパネルの内、寿命が短いとされる
青色の発光色を有した有機ＥＬパネルのみを交換することが可能となり、それぞれの有機
ＥＬパネルの寿命を最大限に生かせると考えた。また、この構造を採用することによって
、直列接続された有機ＥＬパネル間の電流値等を調整することによって調光機能を付加で
きると考えた。
　ところが、この構造の場合、有機ＥＬパネルの種類の分だけ独立した配線構造が必要と
なり、配線構造が煩雑となる。そのため、誤配線が生じる可能性が高くなるという新たな
問題が生じていた。
【０００８】
　そこで、本発明に関連する発明は、安価に調光機能を付加可能な有機ＥＬパネルの接続
構造を提供するものである。また、本発明は、誤配線を防止可能な有機ＥＬパネルを提供
することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するための請求項１に記載の発明は、基材上に、少なくとも第１電極層
と、第２電極層と、前記両電極層に挟まれた有機発光層とを備えた有機ＥＬ装置を有し、
第１電極層と第２電極層の間に通電することによって有機発光層に通電する自己通電経路
を有した有機ＥＬパネルであって、他の複数の有機ＥＬパネルとともに所定の部位に並べ
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て敷設される有機ＥＬパネルにおいて、外部と電気的に接続可能であって自己の第１電極
層に繋がる第１給電部と、外部と電気的に接続可能であって自己の第２電極層に繋がる第
２給電部と、前記自己通電経路に対して絶縁され、少なくとも他の２つの有機ＥＬパネル
と電気的に接続可能であって、自己通電経路を迂回して前記他の２つの有機ＥＬパネル同
士を電気的に接続する迂回配線を備えており、前記迂回配線と、第１迂回端子と、第２迂
回端子とを有する迂回部材を備え、前記迂回配線は、前記第１迂回端子と前記第２迂回端
子を電気的に接続するものであって、第１絶縁部材及び第２絶縁部材によって挟まれてお
り、前記第１迂回端子と前記第２迂回端子は、前記有機ＥＬ装置の背面側に設けられてい
ることを特徴とする有機ＥＬパネルである。
　本発明は、基材上に、少なくとも第１電極層と、第２電極層と、前記両電極層に挟まれ
た有機発光層とを備え、第１電極層と第２電極層の間に通電することによって有機発光層
に通電する自己通電経路を有した有機ＥＬパネルであって、所定の部位に並べて敷設され
る有機ＥＬパネルにおいて、外部と電気的に接続可能であって自己の第１電極層に繋がる
第１給電部と、外部と電気的に接続可能であって自己の第２電極層に繋がる第２給電部と
、前記自己通電経路に対して絶縁され、少なくとも他の２つの有機ＥＬパネルと電気的に
接続可能であって、自己通電経路を迂回して前記他の２つの有機ＥＬパネル同士を電気的
に接続する迂回配線を備えている。
【００１０】
　本発明の構成によれば、第１電極層と第２電極層の間に通電することによって有機発光
層に通電する自己通電経路を有している。すなわち、第１電極層と第２電極層の間には、
自己が発光するための自己通電経路が設けられており、当該自己通電経路に通電されるこ
とによって、有機発光層が発光する。
　また、本発明の構成によれば、所定の部位に並べて敷設されて使用されるものである。
すなわち、他の複数の有機ＥＬパネルとともに面状に広がりをもって並べられて使用され
る。
　そして、本発明の構成によれば、自己発光のための自己通電経路に対して絶縁された迂
回配線を有しており、自己通電経路を迂回して自己の有機ＥＬパネルとは別の２つの有機
ＥＬパネル同士を電気的に接続可能となっている。言い換えると、自己発光に寄与しない
迂回配線があり、当該迂回配線は、別の２つの有機ＥＬパネルを接続させるための迂回経
路として機能している。
　そのため、使用者が誤って、迂回配線に外部電源の電極端子を接続したとしても、自己
通電経路内に通電されず、自己の発光層は発光しない。それ故に、使用者は誤配線である
と気づきやすい。
【００１１】
　請求項２に記載の発明は、前記迂回配線は、前記他の２つの有機ＥＬパネルのうち、一
方の有機ＥＬパネルの第１給電部と、他方の有機ＥＬパネルの第２給電部とを電気的に接
続可能であることを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬパネルである。
【００１２】
　本発明の構成によれば、前記迂回配線は、前記他の２つの有機ＥＬパネルのうち、一方
の有機ＥＬパネルの第１給電部と、他方の有機ＥＬパネルの第２給電部とを電気的に接続
可能である。すなわち、迂回配線は、自己の有機ＥＬパネルとは別の２つの有機ＥＬパネ
ル間を接続しており、当該２つの有機ＥＬパネルが発光する場合には、電気的に直列接続
されることになる。そのため、２つの有機ＥＬパネルに流れる電流が等しくなり、２つの
有機ＥＬパネル間で発光むらを生じさせずに発光することができる。
　請求項３に記載の発明は、前記第１迂回端子は、前記他の２つの有機ＥＬパネルのうち
、一方の有機ＥＬパネルの第１給電部と電気的に接続された接続配線と接続可能となって
おり、前記第２迂回端子は、前記他の２つの有機ＥＬパネルのうち、他方の有機ＥＬパネ
ルの第２給電部と電気的に接続された接続配線と接続可能となっていることを特徴とする
請求項１又は２に記載の有機ＥＬパネルである。
【００１３】
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　請求項４に記載の発明は、前記迂回配線は、自己に隣接する有機ＥＬパネル間を電気的
に接続可能であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の有機ＥＬパネルで
ある。
【００１４】
　本発明の構成によれば、前記迂回配線は、自己に隣接する有機ＥＬパネル間を電気的に
接続可能であるため、所定の部位に設置する際に、迂回配線が他の有機ＥＬパネルの接続
の邪魔になりにくい。
【００１５】
　請求項５に記載の発明は、基材を平面視したとき、実際発光する発光領域と、当該発光
領域を囲む額縁領域を有し、前記迂回配線は、発光領域を縦断又が横断していることを特
徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の有機ＥＬパネルである。
【００１６】
　本発明の構成によれば、迂回配線は、発光領域を縦断又が横断しているため、有機ＥＬ
パネル間を最短距離で接続することが可能である。
【００１７】
　上記した発明は、基材を平面視したとき、実際発光する発光領域と、当該発光領域を囲
む額縁領域を有し、前記迂回配線は、発光領域を迂回して配されていてもよい。
【００１８】
　この発明の構成によれば、前記迂回配線は、発光領域を迂回して配されているため、光
取り出し面側にも、迂回配線を設けることができる。
【００１９】
　上記した発明は、両面が発光してもよい。
【００２０】
　この発明の構成によれば、両面が発光するため、発光面積が大きい。
【００２１】
　請求項６に記載の発明は、点灯時に発光色が異なる２種類以上の有機ＥＬパネルを接続
する有機ＥＬパネルの接続構造であって、当該２種類以上の有機ＥＬパネルの内、少なく
とも１つは、請求項１乃至５のいずれかに記載の有機ＥＬパネルであり、前記迂回配線は
、異なる色の他の有機ＥＬパネル間を接続することを特徴とする有機ＥＬパネルの接続構
造である。
【００２２】
　本発明の構成によれば、点灯時に発光色が異なる２種類以上の有機ＥＬパネルを接続し
ており、迂回配線は、異なる色の他の有機ＥＬパネル間を接続する。すなわち、自己の発
光色と他の有機ＥＬパネルの発光色を組み合わせて、基本の混成発光色を調整することが
可能である。
　また、電流量等を調整することによって、２種類以上の有機ＥＬパネルの光によって成
される白色光の色度を調整することが可能であり、調光機能を付加させることが可能であ
る。
【００２３】
　請求項７に記載の発明は、前記迂回配線は、同色の発光色を呈する有機ＥＬパネル間を
電気的に直列接続することを特徴とする請求項６に記載の有機ＥＬパネルの接続構造であ
る。
【００２４】
　本発明の構成によれば、前記迂回配線は、同色の発光色を呈する有機ＥＬパネル間を電
気的に直列接続するため、同色の発光色を呈する有機ＥＬパネルごとに電流を流すことが
可能であり、電流量等を調整することによって、同色の発光色を呈する有機ＥＬパネルご
とに均等に発光強度を調整することができる。
【００２５】
　上記した発明は、点灯時に発光色が異なる有機ＥＬパネルの種類は、２種類以上４種類
以下であってもよい。
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【００２６】
　この発明の構成によれば、点灯時に発光色が異なる有機ＥＬパネルの種類は、２種類以
上４種類以下である。有機ＥＬパネルの種類が４種類より多くなると、同色の有機ＥＬパ
ネル間の距離が離れすぎて、使用者に白色に発光しているように見えなくなるおそれがあ
る。
【００２７】
　上記した有機ＥＬパネルの接続構造において、前記異なる２種類以上の有機ＥＬパネル
のうち１種類は、５５０ｎｍ未満の波長にのみ発光ピークを有する青色系発光パネルであ
り、少なくとも他の１種類は、５５０ｎｍ以上の波長にのみ発光ピークを有する赤色系発
光パネルであることが好ましい。
【００２８】
　本発明は、点灯時に発光色が異なる２種類以上の有機ＥＬパネルを接続する有機ＥＬパ
ネルの接続構造であって、当該２種類以上の有機ＥＬパネルの内、少なくとも１つの有機
ＥＬパネルは、基材上に、少なくとも第１電極層と、第２電極層と、前記両電極層に挟ま
れた有機発光層とを備え、第１電極層と第２電極層の間に通電することによって有機発光
層に通電する自己通電経路を有しており、かつ、外部と電気的に接続可能であって自己の
第１電極層に繋がる第１給電部と、外部と電気的に接続可能であって自己の第２電極層に
繋がる第２給電部とを有するものであり、前記１つの有機ＥＬパネルの自己通電経路に対
して絶縁され、少なくとも１つの有機ＥＬパネルとは異なる他の２つの有機ＥＬパネルと
電気的に接続可能な迂回配線部材を備え、前記迂回配線部材は、前記１つの有機ＥＬパネ
ルとは異なる色の他の有機ＥＬパネル間を接続する有機ＥＬパネルの接続構造に関連する
。
【００２９】
　この発明の構成によれば、有機ＥＬパネルと迂回配線部材は別部材であるため、従来の
有機ＥＬパネルを組み合わせて形成することができる。
　また、この発明の構成によれば、点灯時に発光色が異なる２種類以上の有機ＥＬパネル
を接続しており、迂回配線は、異なる色の他の有機ＥＬパネル間を接続する。すなわち、
自己の発光色と他の有機ＥＬパネルの発光色を組み合わせて、基本の混成発光色を調整す
ることが可能である。
　また、電流量等を調整することによって、２種類以上の有機ＥＬパネルの発光によって
成される白色光の色度を調整することが可能であり、調光機能を付加させることが可能で
ある。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の有機ＥＬパネルによれば、誤配線を容易に発見可能である。
　上記した発明の有機ＥＬパネルの接続構造によれば、誤配線を容易に発見可能であり、
さらに、従来の有機ＥＬパネルに比べて、安価に調光機能を備えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の第１実施形態における有機ＥＬパネルの接続構造の斜視図である。
【図２】図１の有機ＥＬパネルの斜視図である。
【図３】図２の有機ＥＬパネルの分解斜視図である。
【図４】図１の有機ＥＬパネルの接続構造の要部拡大図である。
【図５】図２の有機ＥＬ装置の説明図である。
【図６】図１の有機ＥＬパネルの接続構造の説明図であり、（ａ）は、有機ＥＬパネルの
接続構造の実際の位置関係を考慮した電気回路図であり、（ｂ）は、（ａ）を簡略化した
電気回路図である。
【図７】図１の有機ＥＬパネルの接続構造をさらに拡張した場合の説明図である。
【図８】他の実施形態の有機ＥＬパネルの接続構造の説明図であり、（ａ）は、有機ＥＬ
パネルの接続構造の実際の位置関係を考慮した電気回路図であり、（ｂ）は、（ａ）を簡
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略化した電気回路図である。
【図９】さらに他の実施形態の有機ＥＬパネルの接続構造の説明図であり、（ａ）は、有
機ＥＬパネルの接続構造の実際の位置関係を考慮した電気回路図であり、（ｂ）は、（ａ
）を簡略化した電気回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明の実施形態について詳細に説明する。
　なお、以下の説明において、特に断りがない限り、有機ＥＬパネルの接続構造１の上下
の位置関係は、図１の姿勢を基準に説明する。すなわち光取り出し側が下である。また、
図面は、理解を容易にするために全体的に実際の大きさ（長さ、幅、厚さ）に比べて極端
に記載している。
【００３３】
　本実施形態の有機ＥＬパネルの接続構造１は、有機ＥＬパネル２が面状に広がりをもっ
て敷設されて形成されており、各有機ＥＬパネル２を接続配線３によって接続している。
　具体的には、有機ＥＬパネルの接続構造１は、図１のように有機ＥＬパネル２が縦横碁
盤状に並設されて形成されており、縦方向（行方向Ｃ）又は横方向（列方向Ｒ）に隣接す
る有機ＥＬパネル２間を接続配線３で接続したものである。
【００３４】
　有機ＥＬパネルの接続構造１は、接続配線３によって、各有機ＥＬパネル２間が接続さ
れており、全ての有機ＥＬパネル２が全体的に発光可能となっている。
【００３５】
　有機ＥＬパネルの接続構造１に用いられる有機ＥＬパネル２は、発光色が異なる複数種
類の有機ＥＬパネルを使用している。そして、有機ＥＬパネルの接続構造１は、それぞれ
の有機ＥＬパネル２から発せられる光を重ね合わせることによって、使用者に有機ＥＬパ
ネルの接続構造１が白色に発光しているように見せることが可能となっている。
　また、有機ＥＬパネルの接続構造１は、同色に発光する有機ＥＬパネル２を電気的に直
列接続することによって、それぞれの色に対応する有機ＥＬパネル２をそれぞれ独立して
発光させることが可能となっており、電流量を制限することによって、調光・調色機能も
持ち合わせている。
　なお、使用する有機ＥＬパネル２の種類は、発光させたい色や調光の精度、明るさ、有
機ＥＬパネルの大きさによって適宜選択されるものであり、特に限定されないが、２種類
以上４種類以下を使用していることが好ましい。有機ＥＬパネル２の種類が４種類より多
くなると、同色の有機ＥＬパネル２間の距離が離れすぎて、使用者に白色に発光している
ように見えなくなるおそれがある。
【００３６】
　以下、有機ＥＬパネルの接続構造１の各構成部材の構成について説明する。
　有機ＥＬパネル２は、図２のように有機ＥＬ装置５と、給電部材６によって形成されて
いる。
　有機ＥＬ装置５は、図５のように、基板４２（基材）上に第１電極層４３と、機能層４
５と、第２電極層４６がこの順に積層した有機ＥＬ素子４１（積層体）を備えたものであ
る。第１電極層４３と第２電極層４６は、機能層４５を挟んで対向しており、第１電極層
４３と第２電極層４６の間に通電することによって、機能層４５が通電され電子と正孔と
の再結合が起こり発光する。すなわち、第１電極層４３と機能層４５と第２電極層４６間
で自己通電経路を形成している。
　そして、本実施形態の有機ＥＬ装置５は、機能層４５の構成部材をそれぞれ変更するこ
とによって所望の発光色が呈するように設計している。詳細な層構造については、後述す
る。
【００３７】
　また、有機ＥＬ装置５は、図５のように基板４２を平面視すると、点灯時に実際に発光
する発光領域５０と、当該発光領域５０の周りを囲むように額縁領域５１を有している。
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　発光領域５０は、四角形状の領域であり、有機ＥＬ装置５の基板４２側に有機ＥＬパネ
ル２の発光面（基板４２側の面であって、使用者が実際に発光を視認する面）を含んでい
る。本実施形態の発光領域５０は、基板４２と相似形状であって、正方形状の領域となっ
ている。なお、ここでいう「相似形状」とは、合同形状も含む。
　額縁領域５１は、図５のように発光領域５０を環状に取り囲む領域であり、点灯時に発
光しない非発光の領域である。この額縁領域５１は、外部との電気的な接点として機能す
る給電部５２を複数備えている。
【００３８】
　給電部５２は、図５のように、有機ＥＬ素子４１内の第１電極層４３に電気的に接続さ
れる第１給電部５５と、有機ＥＬ素子４１内の第２電極層４６に電気的に接続される第２
給電部５６からなり、第１給電部５５と第２給電部５６は発光領域５０を挟んで、互いに
対向する位置にある。
【００３９】
　給電部材６に目を移すと、給電部材６は、図３のように複数の導電部材１６，１７及び
迂回部材１８が絶縁部材１５，２０によって挟まれた構造をしている。
　すなわち、給電部材６は、第１絶縁部材１５と、第１導電部材１６と、第２導電部材１
７と、迂回部材１８と、第２絶縁部材２０と、から形成されている。
【００４０】
　第１絶縁部材１５は、絶縁性を有した板状又はシート状の部材であり、平面視すると、
基板４２に相似する形状（四角形）をしている。すなわち、本実施形態の第１絶縁部材１
５は、正方形状の部材である。第１絶縁部材１５は、有機ＥＬ装置５の背面（発光面と反
対側の面）の一部又は全部を覆うことが可能となっている。具体的には、第１絶縁部材１
５は、少なくとも、発光領域５０を覆うことが可能となっている。
　第１絶縁部材１５は、図３のように部材厚方向（上下方向）に貫通しており第１給電端
子２５を挿通可能な第１挿通孔２１と、部材厚方向に貫通しており第２給電端子２９を挿
通可能な第２挿通孔２２を有している。
　第１挿通孔２１は、開口形状が長方形状の貫通孔であって、有機ＥＬパネル２を組み立
てた際に第１給電部５５に対応する位置に設けられている。具体的には、第１挿通孔２１
は、第１絶縁部材１５の１辺の近傍に位置しており、第１挿通孔２１の長辺は、第１絶縁
部材１５の当該辺方向に延びている。
　第２挿通孔２２は、開口形状が長方形状の貫通孔であって、有機ＥＬパネル２を組み立
てた際に第２給電部５６に対応する位置に設けられている。具体的には、第２挿通孔２２
は、第１絶縁部材１５の１辺の近傍に位置しており、第２挿通孔２２の長辺は、第１絶縁
部材１５の当該辺方向に延びている。また、第１絶縁部材１５を平面視すると、第２挿通
孔２２と第１挿通孔２１は互いに対向する辺近傍に位置しており、開口の長辺間が平行と
なっている。
【００４１】
　第１導電部材１６は、導電性を有した部材であって、有機ＥＬ装置５の第１給電部５５
と、接続配線３間の導電経路を形成する部材である。第１導電部材１６は、図３のように
第１給電端子２５と、第１導電配線２６から形成されている。
　第１給電端子２５は、接続配線３と接続可能な部位であり、接続することで接続配線３
と電気的に接続可能となっている。具体的には、第１給電端子２５は、第１導電配線２６
から突出しており、接続配線３の一部と係合可能となっている。
　第１導電配線２６は、板状又は箔状の部位であり、有機ＥＬ装置５の第１給電部５５と
、第１給電端子２５を電気的に接続可能な部位である。
【００４２】
　第２導電部材１７は、導電性を有した部材であって、有機ＥＬ装置５の第２給電部５６
と、接続配線３間の導電経路を形成する部材である。第２導電部材１７は、図３のように
第２給電端子２９と、第２導電配線３０から形成されている。
　第２給電端子２９は、接続配線３と接続可能な部位であり、接続することで接続配線３
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と電気的に接続可能となっている。具体的には、第２給電端子２９は、第２導電配線３０
から突出しており、接続配線３の一部と係合可能となっている。
　第２導電配線３０は、板状又は箔状の部位であり、有機ＥＬ装置５の第２給電部５６と
、第２給電端子２９を電気的に接続可能な部位である。
【００４３】
　迂回部材１８は、導電性を有した部材であって、図３のように第１迂回端子３３と、第
２迂回端子３４と、迂回配線３５から形成されている。
　第１迂回端子３３は、接続配線３と接続可能な部位であり、接続することで接続配線３
と電気的に接続可能となっている。具体的には、第１迂回端子３３は、迂回配線３５から
突出しており、接続配線３の一部と係合可能となっている。
　第２迂回端子３４は、接続配線３と接続可能な部位であり、接続することで接続配線３
と電気的に接続可能となっている。具体的には、第２迂回端子３４は、迂回配線３５から
突出しており、接続配線３の一部と係合可能となっている。
　迂回配線３５は、板状又は箔状の部位であり、第１迂回端子３３と第２迂回端子３４を
電気的に接続する部位である。
【００４４】
　第２絶縁部材２０は、絶縁性を有した板状又はシート状の部材であり、複数の貫通孔を
有している。
　具体的には、第２絶縁部材２０は、図３のように第１給電端子２５を挿通可能な第１取
出孔３７と、第２給電端子２９を挿通可能な第２取出孔３８と、第１迂回端子３３を挿通
可能な第３取出孔３９と、第２迂回端子３４を挿通可能な第４取出孔４０を有している。
【００４５】
　ここで、給電部材６の位置関係について注目すると、第１絶縁部材１５の第１挿通孔２
１内に第１導電部材１６の第１導電配線２６が挿嵌されており、第２挿通孔２２内に第２
導電部材１７の第２導電配線３０が挿嵌されている。
　平面視すると、第１導電部材１６と第２導電部材１７と迂回部材１８は、略「Ｈ」状に
並んでいる。
　すなわち、第１導電部材１６と第２導電部材１７は所定の間隔を空けて互いに平行とな
っており、第１導電部材１６と第２導電部材１７の内側に迂回部材１８が配されている。
そして、迂回部材１８は、第１導電部材１６（第２導電部材１７）に対して交差する方向
に向いている。本実施形態では、迂回部材１８は、第１導電部材１６（第２導電部材１７
）に対して直交する方向に向いている。
　第１導電部材１６と迂回部材１８は、互いに接触しておらず、隙間が形成されている。
第２導電部材１７と迂回部材１８は、互いに接触しておらず、隙間が形成されている。す
なわち、給電部材６内では、第１導電部材１６と第２導電部材１７と迂回部材１８は、互
いに電気的に切り離されており、絶縁されている。
【００４６】
　また、第１導電部材１６の第１給電端子２５は、第１取出孔３７内に挿通されており、
第１給電端子２５の一部が第２絶縁部材２０から張り出している。第２導電部材１７の第
２給電端子２９は、第２取出孔３８内に挿通されており、第２導電部材１７の一部が第２
絶縁部材２０から張り出している。迂回部材１８の第１迂回端子３３は、第３取出孔３９
内に挿通されており、第１迂回端子３３の一部が第２絶縁部材２０から張り出している。
迂回部材１８の第２迂回端子３４は、第４取出孔４０内に挿通されており、第２迂回端子
３４の一部が第２絶縁部材２０から張り出している。
　このように、これらの端子２５，２９，３３，３４は、第２絶縁部材２０から張り出し
ており、当該張り出し部位にそれぞれ接続配線３を接続することによって、他の有機ＥＬ
パネル２と接続可能となっている。
【００４７】
　続いて、有機ＥＬパネル２を構成する各部材の位置関係について説明する。
　有機ＥＬパネル２は、図２のように有機ＥＬ装置５上に給電部材６が載置されている。



(10) JP 6116868 B2 2017.4.19

10

20

30

40

50

具体的には、有機ＥＬ装置５の第１給電部５５に給電部材６の第１導電配線２６が接触し
ており、第２給電部５６に第２導電配線３０が接触している。すなわち、有機ＥＬパネル
２は、有機ＥＬ装置５の第１給電部５５から給電部材６の第１給電端子２５までの導電経
路が形成されており、同様に、第２給電部５６から第２給電端子２９までの導電経路が形
成されている。そのため、第１給電端子２５及び第２給電端子２９間に外部電源の正極又
は負極を電気的に接続することによって有機ＥＬ装置５内の有機ＥＬ素子４１に給電する
ことが可能となっている。
【００４８】
　また、迂回部材１８（迂回配線３５）は、基板４２の投影面上に縦断又は横断して配さ
れている。具体的には、有機ＥＬ装置５の発光領域５０を横切るようにして設けられてい
る。
　ここでいう「横切る」とは、横方向だけではなく、縦方向、斜め方向も含む。
　また、迂回部材１８は、上記したように第１導電部材１６及び第２導電部材１７と電気
的に絶縁されており、さらに第１絶縁部材１５によって、有機ＥＬ装置５と電気的に絶縁
されている。すなわち、迂回部材１８は、自己の有機ＥＬパネル２の有機ＥＬ装置５の発
光には寄与しない。
【００４９】
　続いて、有機ＥＬパネルの接続構造１における各有機ＥＬパネル２間の関係について説
明する。
　なお、本実施形態では、上記した発光色が異なる有機ＥＬパネル２を４種類使用してお
り、それぞれの有機ＥＬパネル２を明確に区別するため、以下の説明においては、それぞ
れ同色の発光色ごとに区別して第１有機ＥＬパネル１０（１０ａ～１０ｄ）、第２有機Ｅ
Ｌパネル１１（１１ａ～１１ｄ）、第３有機ＥＬパネル１２（１２ａ～１２ｄ）、第４有
機ＥＬパネル１３（１３ａ～１３ｄ）という。
　また、これらの有機ＥＬパネル２の構造は、有機ＥＬ装置５の発光色以外は同様である
。
【００５０】
　有機ＥＬパネルの接続構造１は、上記したように接続配線３によって、各有機ＥＬパネ
ル間が接続されている。具体的には、有機ＥＬパネルの接続構造１は、図１のように４つ
の有機ＥＬパネル１０，１１，１２，１３によって、一つのユニット（以下、有機ＥＬパ
ネル群６０）を形成しており、有機ＥＬパネル群６０が面上に広がりをもって分布されて
いる。
【００５１】
　そして、本実施形態の有機ＥＬパネルの接続構造１では、図１のように４行４列に有機
ＥＬパネル２が配列されている。
　横方向（列方向Ｒ）においては、第１行には、第１有機ＥＬパネル１０ａ，第２有機Ｅ
Ｌパネル１１ａ，第１有機ＥＬパネル１０ｂ，第２有機ＥＬパネル１１ｂの順に交互に配
されている。
　第２行には、第３有機ＥＬパネル１２ａ，第４有機ＥＬパネル１３ａ，第３有機ＥＬパ
ネル１２ｂ，第４有機ＥＬパネル１３ｂの順に交互に配されている。
　第３行には、第２有機ＥＬパネル１１ｃ，第１有機ＥＬパネル１０ｃ，第２有機ＥＬパ
ネル１１ｄ，第１有機ＥＬパネル１０ｄの順に交互に配されている。
　第４行には、第４有機ＥＬパネル１３ｃ，第３有機ＥＬパネル１２ｃ，第４有機ＥＬパ
ネル１３ｄ，第３有機ＥＬパネル１２ｄの順に交互に配されている。
　このように、有機ＥＬパネルの接続構造１は、いずれの行においても、２種類の有機Ｅ
Ｌパネル１０，１１又は有機ＥＬパネル１２，１３が交互に配列されており、同一色の有
機ＥＬパネルは、当該同一色の有機ＥＬパネル間に少なくとも１種類の異なる有機ＥＬパ
ネルを挟んで、並設されている。例えば、同一色の有機ＥＬパネル１０ａ，１０ｂは、有
機ＥＬパネル１０ａ，１０ｂ間に少なくとも１種類の異なる有機ＥＬパネル１１ａを挟ん
で、並設されている。
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【００５２】
　縦方向（行方向Ｃ）においては、第１列には、第１有機ＥＬパネル１０ａ，第３有機Ｅ
Ｌパネル１２ａ，第２有機ＥＬパネル１１ｃ，第４有機ＥＬパネル１３ｃの順に交互に配
されている。
　第２列には、第２有機ＥＬパネル１１ａ，第４有機ＥＬパネル１３ａ，第１有機ＥＬパ
ネル１０ｃ，第３有機ＥＬパネル１２ｃの順に交互に配されている。
　第３列には、第１有機ＥＬパネル１０ｂ，第３有機ＥＬパネル１２ｂ，第２有機ＥＬパ
ネル１１ｄ，第４有機ＥＬパネル１３ｄの順に交互に配されている。
　第４列には、第２有機ＥＬパネル１１ｂ，第４有機ＥＬパネル１３ｂ，第１有機ＥＬパ
ネル１０ｄ，第３有機ＥＬパネル１２ｄの順に交互に配されている。
　このように、有機ＥＬパネルの接続構造１は、行方向Ｃにおいて、４種類の有機ＥＬパ
ネルのうち、全種類の有機ＥＬパネルが同一列に並んでいる。すなわち、いずれの有機Ｅ
Ｌパネルにおいても、自己に隣接する有機ＥＬパネルの種類が異なっており、自己の発光
色と異なっている。また、自己に最近接する同一種類の有機ＥＬパネルの距離が等間隔と
なっている。
【００５３】
　本実施形態の有機ＥＬパネルの接続構造１は、列方向Ｒにおいて、有機ＥＬパネル群６
０が２つ並んでおり、第３列と第４列に属する有機ＥＬパネル群６０は、第１列と第２列
に属する有機ＥＬパネル群６０の行方向Ｃに並んだ有機ＥＬパネルが入れ替わった関係と
なっている。
　別の観点からみると、第３列と第４列に属する有機ＥＬパネル群６０は、第１列と第２
列に属する有機ＥＬパネル群６０を、列方向Ｒに有機ＥＬパネル１枚分だけスライドした
位置にあるともいえる。
【００５４】
　第１行に配列する、第１有機ＥＬパネル１０ａ、第２有機ＥＬパネル１１ａ、第１有機
ＥＬパネル１０ｂ、第２有機ＥＬパネル１１ｂの４枚の有機ＥＬパネルの接続関係に注目
すると、図４に示されるように、第１有機ＥＬパネル１０ａの第２給電端子２９と、隣接
する第２有機ＥＬパネル１１ａの第１迂回端子３３が接続配線３によって接続されており
、第２有機ＥＬパネル１１ａの第２迂回端子３４と、第１有機ＥＬパネル１０ｂの第１給
電端子２５が接続配線３によって接続されている。すなわち、第１有機ＥＬパネル１０ａ
と第１有機ＥＬパネル１０ｂ間には、第２有機ＥＬパネル１１ａとは電気的に絶縁された
導電経路が形成されており、その導電経路によって互いに電気的に直列に接続されている
。言い換えると、第２有機ＥＬパネル１１ａは、自己の迂回部材１８によって、自己に隣
接する第１有機ＥＬパネル１０ａと第１有機ＥＬパネル１０ｂを電気的に接続させている
。
【００５５】
　また、第２有機ＥＬパネル１１ａの第２給電端子２９と、隣接する第１有機ＥＬパネル
１０ｂの第１迂回端子３３が接続配線３によって接続されており、第１有機ＥＬパネル１
０ｂの第２迂回端子３４と、第２有機ＥＬパネル１１ｂの第１給電端子２５が接続配線３
によって接続されている。すなわち、第２有機ＥＬパネル１１ａと第２有機ＥＬパネル１
１ｂ間には、第１有機ＥＬパネル１０ｂとは電気的に絶縁された導電経路が形成されてお
り、その導電経路によって互いに電気的に直列に接続されている。言い換えると、第１有
機ＥＬパネル１０ｂは、自己の迂回部材１８によって、自己に隣接する第２有機ＥＬパネ
ル１１ａと第２有機ＥＬパネル１１ｂを電気的に接続させている。
【００５６】
　第２行に配列する、第３有機ＥＬパネル１２ａ、第４有機ＥＬパネル１３ａ、第３有機
ＥＬパネル１２ｂ、第４有機ＥＬパネル１３ｂの４枚の有機ＥＬパネル２の接続関係に注
目すると、図４に示されるように、第３有機ＥＬパネル１２ａの第２給電端子２９と、隣
接する第４有機ＥＬパネル１３ａの第１迂回端子３３が接続配線３によって接続されてお
り、第４有機ＥＬパネル１３ａの第２迂回端子３４と、第３有機ＥＬパネル１２ｂの第１
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給電端子２５が接続配線３によって接続されている。すなわち、第３有機ＥＬパネル１２
ａと第３有機ＥＬパネル１２ｂ間には、第４有機ＥＬパネル１３ａとは電気的に絶縁した
導電経路が形成されており、その導電経路によって互いに電気的に直列に接続されている
。言い換えると、第４有機ＥＬパネル１３ａは、自己の迂回部材１８によって、自己に隣
接する第３有機ＥＬパネル１２ａと第３有機ＥＬパネル１２ｂを電気的に接続させている
。
【００５７】
　また、第４有機ＥＬパネル１３ａの第２給電端子２９と、隣接する第３有機ＥＬパネル
１２ｂの第１迂回端子３３が接続配線３によって接続されており、第３有機ＥＬパネル１
２ｂの第２迂回端子３４と、第４有機ＥＬパネル１３ｂの第１給電端子２５が接続配線３
によって接続されている。すなわち、第４有機ＥＬパネル１３ａと第４有機ＥＬパネル１
３ｂ間には、第３有機ＥＬパネル１２ｂとは電気的に絶縁した導電経路が形成されており
、その導電経路によって互いに電気的に直列に接続されている。言い換えると、第３有機
ＥＬパネル１２ｂは、自己の迂回部材１８によって、自己に隣接する第４有機ＥＬパネル
１３ａと第４有機ＥＬパネル１３ｂを電気的に接続させている。
【００５８】
　第３行の接続関係については、第１行の第１有機ＥＬパネル１０と第２有機ＥＬパネル
１１の位置関係がそれぞれ逆転したこと以外は同様であり、第４行の接続関係については
、第２行の第３有機ＥＬパネル１２と第４有機ＥＬパネル１３の位置関係がそれぞれ逆転
したこと以外は同様であるため、説明を省略する。
【００５９】
　このように、有機ＥＬパネルの接続構造１は、列方向Ｒに配列した同一種類の有機ＥＬ
パネル２間で、電気的に直列接続された複数の直列接続群７０，７１，７２，７３を形成
している。
【００６０】
　有機ＥＬパネルの接続構造１に外部電源を接続した場合の各有機ＥＬパネル２間の電気
的な接続関係に注目すると、上記したように第１有機ＥＬパネル１０ａと第１有機ＥＬパ
ネル１０ｂは電気的に直列に接続されて直列接続群７０（７０ａ）を形成しており、第１
有機ＥＬパネル１０ｃと第１有機ＥＬパネル１０ｄは電気的に直列に接続されて直列接続
群７０（７０ｂ）を形成している。そして、図６（ａ），図６（ｂ）のように直列接続群
７０ａは、直列接続群７０ｂと、電気的に並列の関係となっている。
　なお、図６（ａ）は、有機ＥＬパネルの接続構造１の実際の位置関係を考慮した電気回
路図であり、図６（ｂ）は、図６（ａ）を簡略化した電気回路図である。
【００６１】
　第２有機ＥＬパネル１１ａと第２有機ＥＬパネル１１ｂは電気的に直列に接続されて直
列接続群７１（７１ａ）を形成しており、第２有機ＥＬパネル１１ｃと第２有機ＥＬパネ
ル１１ｄは電気的に直列に接続されて直列接続群７１（７１ｂ）を形成している。そして
、図６（ａ），図６（ｂ）のように直列接続群７１ａと直列接続群７１ｂは、電気的に並
列の関係となっている。
【００６２】
　第３有機ＥＬパネル１２ａと第３有機ＥＬパネル１２ｂは電気的に直列に接続されて直
列接続群７２（７２ａ）を形成しており、第３有機ＥＬパネル１２ｃと第３有機ＥＬパネ
ル１２ｄは電気的に直列に接続されて直列接続群７２（７２ｂ）を形成している。そして
、図６（ａ），図６（ｂ）のように直列接続群７２ａと直列接続群７２ｂは、電気的に並
列の関係となっている。
【００６３】
　第４有機ＥＬパネル１３ａと第４有機ＥＬパネル１３ｂは電気的に直列に接続されて直
列接続群７３（７３ａ）を形成しており、第４有機ＥＬパネル１３ｃと第４有機ＥＬパネ
ル１３ｄは電気的に直列に接続されて直列接続群７３（７３ｂ）を形成している。そして
、図６（ａ），図６（ｂ）のように直列接続群７３ａと直列接続群７３ｂは、電気的に並
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列の関係となっている。
【００６４】
　直列接続群７０ａ及び直列接続群７０ｂは、直列接続群７１ａ及び直列接続群７１ｂ、
直列接続群７２ａ及び直列接続群７２ｂ、並びに直列接続群７３ａ及び直列接続群７３ｂ
と電気的に並列の関係となっている。
【００６５】
　直列接続群７０ａ及び直列接続群７０ｂは、それぞれ外部電源と閉回路を形成している
。同様に、直列接続群７１ａ及び直列接続群７１ｂ、直列接続群７２ａ及び直列接続群７
２ｂ、並びに直列接続群７３ａ及び直列接続群７３ｂは、それぞれ外部電源と閉回路を形
成している。
【００６６】
　以上のように、有機ＥＬパネルの接続構造１は、それぞれの直列接続群７０，７１，７
２，７３が外部電源と閉回路を形成しており、可変抵抗やマイコンを使用したＰＷＭ制御
等によってそれぞれの有機ＥＬパネルへの電流量等を制御することによって調光すること
が可能となっている。
【００６７】
　なお、可変抵抗を使用してそれぞれの有機ＥＬパネルへの電流量等を制御する場合には
、正確に制御する観点から各直列接続群７０ａ，７０ｂ，７１ａ，７１ｂ，７２ａ，７２
ｂ，７３ａ，７３ｂに対して可変抵抗を取り付けることが好ましい。
【００６８】
　また、本実施形態の有機ＥＬパネルの接続構造１によれば、直列接続群７０，７１，７
２，７３は互いに電気的に並列に接続されているため、例えば、各第１有機ＥＬパネル１
０が劣化して発光不能状態になったとしても、給電部材６で接続したまま、短絡した有機
ＥＬ装置５のみを新しい有機ＥＬ装置５に交換することによって、第１有機ＥＬパネル１
０を発光可能状態に復帰することが可能である。すなわち、第１有機ＥＬパネル１０ａ，
１０ｂ，１０ｃ，１０ｄと、第２有機ＥＬパネル１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄと、第
３有機ＥＬパネル１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄと、第４有機ＥＬパネル１３ａ，１３
ｂ，１３ｃ，１３ｄに内蔵されるそれぞれの有機ＥＬ装置５の寿命を最大限に利用するこ
とが可能である。
【００６９】
　また、本実施形態の有機ＥＬパネルの接続構造１によれば、直列接続群７０，７１，７
２，７３を構成する有機ＥＬパネルに流れる電流は制御可能であり、さらに直列接続群７
０，７１，７２，７３を構成する有機ＥＬパネルはまんべんなく全体に分布しているため
、色むらがなく、均一に発光させることが可能となっている。
【００７０】
　続いて、有機ＥＬ装置５の層構成について説明する。
【００７１】
　基板４２の材質は、透明性と絶縁性を備えたものであれば、特に限定されるものではな
い。本実施形態では、ガラス基板を採用している。
　また、基板４２は、面状に広がりをもっている。具体的には、多角形又は円形をしてお
り、四角形であることが好ましい。本実施形態では、正方形状のガラス基板を採用してい
る。
【００７２】
　第１電極層４３は、透明導電性酸化物によって形成された層であり、例えば、インジウ
ム錫酸化物（ＩＴＯ）などが採用できる。
【００７３】
　機能層４５は、図５のように第１電極層４３と第２電極層４６との間に設けられ、少な
くとも一層の有機発光層を備えた層である。
　具体的には、機能層４５の構成は、図５のように、第１電極層４３側から順に、正孔注
入層６１，正孔輸送層６２，有機発光層６３，電子輸送層６４，及び電子注入層６５を有
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している。正孔注入層６１，正孔輸送層６２，有機発光層６３，電子輸送層６４，及び電
子注入層６５はいずれも公知の有機材料等によって形成されている。
【００７４】
　上記したように、本実施形態では、有機発光層６３の種類によって、有機ＥＬ装置５の
発光色を制御し、それぞれの有機ＥＬパネル１０，１１，１２，１３間で、発光色が異な
るものにしている。
　具体的には、第１有機ＥＬパネル１０は、有機発光層６３の種類によって、５５０ｎｍ
未満の波長にのみ発光ピークを有する青色系発光色を有した有機ＥＬパネルとなるように
設計しており、第２有機ＥＬパネル１１は、有機発光層６３の種類によって、５５０ｎｍ
以上の波長にのみ発光ピークを有する赤色系発光色を有した有機ＥＬパネルとなるように
設計している。
　なお、本実施形態では、４色の有機ＥＬパネルを使用しているため、第１有機ＥＬパネ
ル１０は、有機発光層６３の種類によって、４００ｎｍ以上５００ｎｍ未満の波長にのみ
発光ピークを有する青色系発光色を有した有機ＥＬパネルとなるように設計しており、第
２有機ＥＬパネル１１は、有機発光層６３の種類によって、６２０ｎｍ以上７００ｎｍ以
下の波長にのみ発光ピークを有する赤色系発光色を有した有機ＥＬパネルとなるように設
計している。
【００７５】
　また、第３有機ＥＬパネル１２は、有機発光層６３の種類によって、４９５ｎｍ以上５
７０ｎｍ未満の波長にのみ発光ピークを有する緑色系発光色を有した有機ＥＬパネルとな
るように設計しており、第４有機ＥＬパネル１３は、有機発光層６３の種類によって、５
７０ｎｍ以上６２０ｎｍ未満の波長にのみ発光ピークを有する橙色系発光色を有した有機
ＥＬパネルとなるように設計している。
　有機ＥＬ装置５の発光面積は、４ｍｍ2から４ｍ2であり、５０ｃｍ2から２ｍ2であるこ
とが好ましく、１００ｃｍ2から２５００ｃｍ2であることが特に好ましい。
【００７６】
　第２電極層４６は、第１電極層４３と一対となって電極を形成するものであれば、特に
限定されるものではなく、例えば銀（Ａｇ）やアルミニウム（Ａｌ）などが採用できる。
【００７７】
　上記した実施形態において、４行４列の有機ＥＬパネル１０が配列された有機ＥＬパネ
ルの接続構造１について説明したが、実際に有機ＥＬパネルの接続構造１を照明として使
用する場合には、使用環境に合わせて、有機ＥＬパネルの接続構造１を基準として拡張し
て使用することとなる。そこで、代表例として、図７のように有機ＥＬパネルの接続構造
１を一つのユニットとして、４つの有機ＥＬパネルの接続構造１で拡張し、照明として使
用した場合について、各有機ＥＬパネル１０の位置関係を説明する。
　有機ＥＬパネルの接続構造１が平面上に分布するように拡張した照明は、図９のように
同一色の有機ＥＬパネル１０，１０の間に、異なる種類の有機ＥＬパネル１１，１２，１
３のそれぞれが挟まれる関係となっている。具体的には、同一色の有機ＥＬパネル１０，
１０の間に、残りの色の有機ＥＬパネル１１，１２，１３が一枚ずつ挟まれている。
　また、行方向に隣接する同一種類の有機ＥＬパネルの間隔は、隣の列の、行方向に隣接
する同一種類の有機ＥＬパネルの間隔と等間隔となっている。例えば、行方向に隣接する
第１有機ＥＬパネル１０ａ，１０ａ間の距離は、隣の列の第１有機ＥＬパネル１０ｂ，１
０ｂ間の距離と等しくなっている。
【００７８】
　上記した実施形態では、４種類の有機ＥＬパネル２を用いた場合について説明したが、
複数種類の有機ＥＬパネル２であれば特に限定されない。
　例えば、２種類の場合について説明すると、図８のように、発光色が異なる第１有機Ｅ
Ｌパネル１０と第２有機ＥＬパネル１１が行方向及び列方向に交互に配列される。すなわ
ち、発光色が異なる第１有機ＥＬパネル１０と第２有機ＥＬパネル１１が千鳥状に配され
ている。
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　また、第１有機ＥＬパネル１０ａ，１０ｂからなる直列接続群７０ａは、第１有機ＥＬ
パネル１０ｃ，１０ｄからなる直列接続群７０ｂ、第１有機ＥＬパネル１０ｅ，１０ｆか
らなる直列接続群７０ｃ、並びに、第１有機ＥＬパネル１０ｇ，１０ｈからなる直列接続
群７０ｄと電気的に並列の関係となっている。第２有機ＥＬパネル１１ａ，１１ｂからな
る直列接続群７１ａは、第２有機ＥＬパネル１１ｃ，１１ｄからなる直列接続群７１ｂ、
第２有機ＥＬパネル１１ｅ，１１ｆからなる直列接続群７１ｃ、並びに、第２有機ＥＬパ
ネル１１ｇ，１１ｈからなる直列接続群７１ｄと電気的に並列の関係となっている。
【００７９】
　上記した実施形態では、行方向に並んだ同色の有機ＥＬパネル２（例えば、第１有機Ｅ
Ｌパネル１０ａ，１０ｂ）が電気的に直列接続の関係となっており、当該行方向に並んだ
同色の有機ＥＬパネル２が、列方向の、行方向に並んだ同色の有機ＥＬパネル（例えば、
第１有機ＥＬパネル１０ｃ，１０ｄ）と電気的に並列の関係となっていたが、本発明はこ
れに限定されるものではなく、図９のようにすべての同色の有機ＥＬパネルが電気的に直
列に接続されていてもよい。
【００８０】
　上記した実施形態では、自己の給電部材（迂回部材）を介して隣接する同色の有機ＥＬ
パネル間を電気的に接続したが、本発明はこれに限定されるものではなく、接続配線３に
よって有機ＥＬパネル間を直接接続してもよい。
【００８１】
　上記した実施形態では、有機ＥＬ装置は、片面が発光するものであったが、本発明はこ
れに限定されるものではなく、片面発光の有機ＥＬ装置を重ね合わせる等の方法によって
、有機ＥＬ装置の両面が発光するものであってもよい。
【００８２】
　上記した実施形態では、迂回部材は発光領域を縦断又は横断して設けられていたが、本
発明はこれに限定されるものではなく、迂回部材は発光領域を迂回するように額縁領域に
設けられていてもよい。特に有機ＥＬ装置の両面が発光する場合に、迂回部材を、発光領
域を迂回するように設けることで、迂回部材が光に映りこむことを防止することが可能で
ある。
【符号の説明】
【００８３】
　　１　有機ＥＬパネルの接続構造
　　２　有機ＥＬパネル
　１０，１０ａ～１０ｈ　第１有機ＥＬパネル
　１１，１１ａ～１１ｈ　第２有機ＥＬパネル
　１２，１２ａ～１２ｈ　第３有機ＥＬパネル
　１３，１３ａ～１３ｈ　第４有機ＥＬパネル
　１８　迂回部材
　３５　迂回配線
　４１　有機ＥＬ素子
　４２　基板（基材）
　４３　第１電極層
　４５　機能層
　４６　第２電極層
　５０　発光領域
　５１　額縁領域
　５５　第１給電部
　５６　第２給電部
　６３　発光層（有機発光層）
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